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２０２３年度（令和５年度）事業計画 

 

Ⅰ 基本方針 
 

少子高齢化が進み人口が減少している中で、高齢者が地域社会の担い手とし

て活躍することが求められています。このような中で、地域に密着した就業機

会を提供することなどにより高齢者の生きがいと居場所をつくるシルバー人材

センターの役割は重要で、寄せられる期待は一層大きなものとなっています。 

しかし、世界的なコロナ禍はセンターのあらゆる事業運営に多大な影響を及

ぼし、さらに社会的な雇用延長措置や７０歳までの就業確保（努力義務）など

により、高齢者が企業で働き続けられる環境が整えられてきたことでセンター

への新規入会者数の確保が難しくなってきています。 

当センターにおいては２０２３年（令和５年度）から５ヶ年度の中期計画

「第３次事業推進計画」を策定しました。計画初年度にあたる今年度は、目

標達成に向けて次に掲げる項目を重点目標と定め、会員、役員、職員一丸と

なって取り組みを進めます。 

◼ 会員の増強及び就業機会の拡大 

◼ 安全・適正就業の徹底 

◼ 地域に根差したセンターづくり 

◼ 持続的に成長可能な経営基盤づくり 

なかでも活力ある事業運営のためには会員の拡大が不可欠であり、最重要

課題として捉え、入会の促進、退会の抑制、就業機会の確保、効果的な広報

活動等、あらゆる角度からその実現に向けた取り組みを行います。 

また、安定した事業運営に欠かせない取り組みとして、安全・適正就業の

徹底に努め、会員が安心して就業できる体制を整備します。 

 さらに、関係機関との連携の強化を図るとともに、ボランティア活動等を

とおして地域社会との信頼関係を確立し、当センターが地域になくてはなら

ない存在となるよう努めます。 

 そして、会員制組織であるシルバー人材センターが以上の目標を達成する

ための基本理念「自主・自立」「共働・共助」の行動原則に基づき、会員が

主体的に取り組める運営を目指します。 

 自主・自立 センターを自分たちのこととして考え、自分たちの力で育てる 

 共働・共助 共に働き、互いに助け合い、より良い環境整備に取り組む 
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Ⅱ 事業内容 

１ 会員の増強 

活力ある事業運営のためには会員の拡大が不可欠であり、入会の促進及び退

会の抑制に関する取り組みの実施及び多角的な普及啓発活動を展開することで

会員数の増加を図ります。なかでも現在全国平均を下回っている女性会員の全

体に占める割合を３０％にまで高めるよう努めます。 

また、各種研修・講習を実施し、技能やマナーの向上を図り、発注者の期待

に十分応え得るよう努めます。 

なお、入会促進のために必要な就業機会の確保や、退会抑制に有効と思われ

る未就業会員の就業促進については「３ 就業機会の確保拡大」の項で、退会抑

制の一策として「会員の居場所づくり」にもつながるボランティア活動の推進

については「５ 地域に根差したセンターづくり」の項で述べることといたしま

す。 
 
（１）入会説明会の開催及び内容の充実 

（２）会費のあり方の検討 

（３）入会手続き方法の検討 

（４）入会キャンペーン実施の検討 

（５）市民対象の研修の実施 

（６）女性会員の確保拡大のための取り組みの実施 

（７）会員の健康増進のための取り組みの推進 

（８）「会員の居場所づくり」の検討 

（９）会員のスキルアップのための各種講習・研修の実施 

（10）グループ就業における会員の自主的役割の強化 

（11）広報誌「シルバーはすだ」の発行 

（12）チラシ、リーフレットの作成 

（13）ホームページの積極的活用の検討 

（14）新たな宣伝ルートの開拓 

（15）全国シルバー人材センター事業協会の「普及啓発促進月間」活動の推進 
 

第３次事業推進計画（２０２３年度を初年度とする５ヶ年計画）目標数値 

 
２０２３年度 
（令和５年度） 

２０２４年度 
（令和６年度） 

２０２５年度 
（令和７年度） 

２０２６年度 
（令和８年度） 

２０２７年度 
（令和９年度） 

会員数 
(人) ５０２ ５０４ ５０６ ５０８ ５１０ 
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２ 就業機会の拡大 

センター事業の基盤の安定と発展には、会員の増強とともに就業機会の更な

る確保拡大が必要不可欠です。このため、会員の現況の把握に努めるとともに、

地域社会における就業ニーズを把握し、行政や関係機関、民間企業、家庭等に

対する就業機会の掘り起しへの取り組み、独自事業の調査・研究を実施します。 

また、地域社会の多様化するニーズへの柔軟な対応及び適正な就業環境の整

備の観点から、「請負・委任」の就業形態に馴染まない業務においては、労働者

派遣事業に取り組みます。 

なお、就業機会の拡大のために有効と思われる、研修による会員の技能及び

マナー向上については、「１ 会員の増強」の項で述べたとおりです。 
 
（１）行政・関係機関への就業開拓 

（２）蓮田市関係各課との情報交換会の開催 

（３）民間企業への就業開拓 

（４）独自事業の調査・研究 

（５）未就業会員への定期的フォローアップの実施 

（６）多様な広報活動の実施 
  

第３次事業推進計画（２０２３年度を初年度とする５ヶ年計画）目標数値 

 
２０２３年度 
（令和５年度） 

２０２４年度 
（令和６年度） 

２０２５年度 
（令和７年度） 

２０２６年度 
（令和８年度） 

２０２７年度 
（令和９年度） 

就業率 
(％) 

９５．１ ９５．２ ９５．３ ９５．４ ９５．５ 

契約金額 
(千円) 

２７３，２０７ ２７４，５７３ ２７５，９４６ ２７７，３２６ ２７８，７１２ 

※派遣就業含む 

 

３ 安全・適正就業の徹底 

安全就業と適正就業は、シルバー事業遂行の主軸をなすものであり、安定し

た事業運営にはどちらも欠かせない両輪です。 

「安全は全てに優先する」ことを基本に据え、会員の就業中の事故及び就業

途上の交通事故等の防止並びに健康管理の推進に向けた対策の強化を図りま

す。 

また、公益社団法人として、「適正就業ガイドライン」及び関係法令を遵守

した適切かつ適正な契約に基づく就業形態を強化し、会員が安心して就業でき

る体制の整備に取り組みます。 
 



公益社団法人 蓮田市シルバー人材センター 

２０２３年度（令和５年度）事業計画 

4 

（１）安全就業基準等の遵守強化及び関係制度の検討 

（２）安全就業及び健康管理に関する各種講習会・研修会等の開催 

（３）安全就業標語の募集等による安全意識向上への取り組み 

（４）「適正就業ガイドライン」及び関係法令の遵守強化 
 

４ 地域に根差したセンターづくり 

地域住民や行政機関、企業等と連携しながら、地域の活性化の核となる組織

を目指すことで、会員の「いきがい」や「やりがい」の充実を図るとともに、

地域に根差したセンターの実現を目指します。 
 
（１）地域ボランティア活動の実施 

（２）青色回転灯自主防犯パトロール（青パト）の実施 

（３）蓮田市コミュニティ推進協議会への参加 

（４）市内イベントへのボランティア等の参加 

（５）蓮田市と定例懇談会を実施 

（６）広報はすだ等配布業務の円滑な遂行 
 

５ 財政基盤の強化 

 就業先の開拓をはじめ、事業の見直しや現状に即した独自事業の創出によ

り自主財源比率を高めるとともに、経常経費の見直しや事務の効率化などのコ

スト削減策を進めることにより、耐久性のある安定した事業運営の強化と財政

基盤の構築を図ります。また、令和５年１０月に施行されるインボイス制度に

よるセンターの納税額への影響について、常に最新の情報を把握し対策を講じ

ます。 

なお、就業先の開拓及び独自事業の創出については「３ 就業機会の確保拡大」

の項で述べたとおりです。 
 

６ 組織運営の強化 

センター事業を執行する５つの常設委員会が、関連する情報や動静を相互に

共有し、連携することで、活動の強化を図ります。また、ＩＣＴ（情報通信技

術）を利用した業務の効率化を図ります。さらに他のシルバー人材センターと

交流を深め、相互に発展を目指します。 
 
（１）委員会の連携の強化 

（２）会員の事業運営への積極的参画の推進 

（３）会員アンケートを実施し、会員の状況把握と満足度の向上を図る 

（４）ＩＣＴ化による業務の効率化及び事務処理体制の充実 

（５）他のシルバー人材センターとの連携の強化 
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７ 中期計画の推進および取り組みの評価 

今年度は２０２３年度（令和５年度）から始まる５ヶ年の中期計画「第３

次事業推進計画」の初年度となります。中期計画を基本に作成した年度計画

に基づき、会員、役員、職員一丸となって取り組みを進め、その評価を行い

ます。 

なお、役職員が定期的に事業の進捗状況を共有し、経過を会員に情報提供

する等、全ての会員がその成果や課題を共通認識できるよう努めます。 

  


